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2FaO5 　沖縄微 生物 ライブ ラ リーの機 能評価 （土壌改良の

　可能性）
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【目的】国内唯
．
の 亜熱帯地域で ある 沖縄地 方か ら 分 離 した 微生 物 の利 用を

目的 に検討を行い 、ラセ ミフ ェニ ル コ ハ ク 酸 を立 体選 択 的に 分解 する 放線

菌 （1 ）、ス ル ホ ラ ン を分 解す る新 種 と考 え られ る プ ロ テ オバ ク テ リア

Shinella｝，a・mbatuezagis （2 ）等 に っ い て 報告 し て き た。本報 で は、←壌 改良
へ の 利用 が期 待で きる イン ド

t一
ル 酢酸 σAA ）生 産 菌 な ど に 関す る検 討を

行 っ た 。
【方法及 び結果】評価 に は、沖縄本島、八重 山 諸 島を 含む地 域よ り収集 した
土 壌か らHV 培地 を用 い て 分 離 した菌 株ラ イブラ リーを用 い た 。微生 物の

有す る 1壌 改 良機能 として 不 溶 態 リン 酸 塩 の 可 溶化活性 げ レ
ー

ト法）、
丑 p か らの IAA 生産能 （Hl’LC 法 ）、シ デロ フ ォ ア 生産 性 〔プ レ

ー．・
ト法） に

つ い て 評価 した結果、リン酸 Ca　n亅
．
溶化活性株約 t40 株、　 IAA 生産株約 4eo

株、シ デ ロ フ ォ ア 生産株約 40株が得 られ た．
「
FI
・
pか らの IAA 生産 に は 4 つ

の 主要経路が 報告 さ れ て お り、IAA 生 産株 に つ い て は、　 IAA 生産経路 中間

体を 基質 とした IAA生 産 能 を 評価 し、経路 を推定 した。その 結果、イン ドー
ル 3 一ピル ビン 酸 を経 山 す る 菌 が 多数 を 占め たが 、トリプタ ミン 、イ ン ド

ー
ル 3一ア セ トア ミ ドを経 由 す る菌 が認 め られ 、イ ン ド

ー
ル アセ ト＝ トリル

か ら［AA を生産す る菌 は な か っ た 。ま た 、リン 酸塩 可溶化活 性、　 IAA 生 産、
シ デロ フ ォ ア 生産 の い ずれ も 有する菌株が 認 め ら れ、16SrRNA 塩基配列 に

よる 系統解析に よ り、1−’a・ntoea 　 sp ．，StenotroPhomonas 　sp ．類縁 菌と同定 され

たu 文献 ： 1）（：hemosphere ，2）IJSEM

Phenot アpic　analysis 　f（｝r　Okinawa ・microbial ・librarア （applieation 　as
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2FaO8 　Gluconobacterfrateu・rii［：よ る副 生グ リセ リン を 原

　料 と した グ リセ リン 酸生産
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2FaO9 Acetobacter 属細 菌 に お ける NAD ＋・ADH ，　PQQ ・
ADH 活性 と酢酸生成 との 関連
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【目的】石 油資源 の みに 依存 しない 原料転 換対策 とし てバ イ オ リフ ァ イ ナ

リーが注 目され て い る。軽油代替の エ コ 燃料で あ るバ イ オ デ ィ
ーゼル 燃料

（BDF ） の 製造過程で 必ず
一

割梶度 グ リセ リン が 副 生 する た め 、そ の 有効

利用 法 の 開発が求 め られ てい る。そ こ で 我々 は副 生 グ リセ リン を原料 と し、
化 学 品 や 医薬 品の 中間体、化粧品素材 として 将来有望な グ リセ リン酸 （GA ）
の 生 産 プ ロ セ ス を開発 した。
【方 法 及 び 結米】微生物 保存 機関よ り入手した酢酸菌88株に つ い て 、GA 生

産量 、GA の 光 学純度、ジ ヒ ドロ キシ アセ トン 生成量 等を測 定 した 。そ の う

ち GA 高 生 産 株 と して 選抜 した Gt・uconobactet ．fl’ate “ t
．ii　NBRClOS465 株を用

い て、5L 容 ジ ャ
ーに よ る GA 生産条件の 検討 を行 っ た。最適条件の も と220

創Lの初 発 グ リセ リン か ら92g 〜L の GA が 生産 され、さらにグ リセ リ ンの 供給
法 を 改 良 す る こ と で培地 中へ の 蓄積量 は 137g 山 に 達 した 。電 気透 析 と晶 析
法 を組 み合 わ せ る こ とで 、簡便に 純度の 高い GA カル シ ウ ム塩が 得られ る．
実際 の BDF 製 造プ ロ セ スか ら排 出される 副生グ リセ リン をほ とん ど前処
埋 な し で原 料 とす る手法 も考案 し、80 　giLL

’g上 の GA 牛産 に成功 して い る。
なお 本研 究 は、新 エ ネ ル ギ ー・

産 業技術総合開発機構 （NEbO ） 平 成 20年
度産業技術 研 究 助 成 事業の 環 と して 実施 した もの で ある 。

酢酸菌 は エ タノ
ー

ル を酸化 して 酢酸 を生 成する 。本研究 で は 、Acetobactei
・

a．CFti　NBRC148 ］8とAcetobactet・ρ醜 8襯 抽 鷹 ▽NBRC3283 を用 い て 、培 贊条件

と酢酸牛成 との 関係 を調 べ る こ とを目的 とした．振 とう培養下 で は 、どち

らの 株 も培養液中に 酢酸 を蓄積 し．エ タ ノ
ー

ル 消費後蓄積 した 酢酸を さ ら

に酸化す るdiauxieな生育を示 した。静置培養 ドで はn、　acetv！は エ タ ノ …ル を

早く消 費するに もかかわ らず、培 養液中に 酢酸 をあま り蓄積 しなか っ た 。
一

方、A ．　Pzagteurinn71．s は振 とう培養時 と同様 に培 養液 中に酢酸 を蓄積 した 。
NAD

．1．−Al ）H とPQQ −AI〕H 活性 を測定 した とこ ろ、振 とう培 養下 のA．05 緬 は

A．S）as
’
teurianu．g よりも高い NAD

＋−ADH 活性 と低い PQQ −ADH 活性 を示 し

た 。静 置培養下 では、NAD ＋−ADH 活性がA．Pa∫teUitanu，sで は検出 さ れ なか っ

た の に 対 し、A．a．cetiでは振 とう培養時 よりも高い 活性が検山された。　PQQ −
ADH 活性に つ い て 1詔 ．ρα脚 励 α倣 〜はA．（IC（／tiよりも高い 値を示 した。また 、
A．α爾 は A ．　PasteUtVanzag　sL りも高い 菌膜形成性 を示 した。こ れ らの 結果か

ら、静置培養下で はNAD
＋−ADH 活性 が酢酸の 螢積 に影響 を及 し、菌膜 形成

を促進 す る こ とが 示n唆さ れた。
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